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町道新設改良事業
町道の舗装改良を行なった

6289万円

一 般 会 計

3億1859万円
＊事業を行うために借り入れたお金の元利償還金と
　一時借入金利子等の合計額

37億104万円歳入

34億5974万円歳出

公債費

平成26年度

決 算

町民体育館管理
耐震補強及びLED照明等の交換を行なった

8246万円

町道𣇃米桑ヶ仙線

第１町民体育館

災害対策事業
防災行政無線のデジタル化に向け改修

工事を行なった

8257万円

防災行政無線

元気なまちづ くりを目指して
　　　地方創 生が進む

主 な
事 業
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事　業　名 歳　入 歳　出 一 般 会 計
からの繰入金

国 民 健 康 保 険 5億3805万円 5億1027万円 3933万円
介 護 保 険 5億5068万円 5億2560万円 7039万円
後期高齢者医療保険 5440万円 5439万円 2175万円
簡 易 水 道 1億7752万円 1億7752万円 4322万円
公 共 下 水 道 1億9671万円 1億9671万円 8776万円
農 業 集 落 排 水 7294万円 7294万円 6363万円
赤 松 団 地 造 成 705万円 705万円 なし
財 産 区 造 林 581万円 581万円 なし
住宅新築資金等貸付 192万円 192万円 なし
索 道 会 計 4178万円 3777万円 552万円

特別会計

平成28年度

決 算

有害鳥獣駆除対策

有害鳥獣による被害の防止を支援した

2877万円

有害鳥獣被害防止柵

地方創生事業
旧戸倉トンネルを活用し特産品開発を行うもの

6643万円

旧戸倉トンネル

若桜鉄道対策事業

若桜鉄道の維持存続並びに利用促進を行なった

9103万円

若桜鉄道㈱

元気なまちづ くりを目指して
　　　地方創 生が進む

主 な
事 業
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9
月
11
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
案
件
を
審
査
す
る

た
め
、
会
期
中
の
14
日
～
21
日

に
当
委
員
会
を
開
催
し
、
執
行

部
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
は
主
な
る
意
見
と
監
査
委
員

審
査
意
見
を
重
く
受
け
止
め
、

行
財
政
の
改
革
に
努
め
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
認
定
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

商
工
振
興
事
業

・
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い

て
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
の
活
用
が
さ
れ
て
い
な
い
。

事
業
目
的
を
達
成
さ
れ
る
よ

う
内
容
を
検
討
し
、
有
効
活

用
さ
れ
た
い
。

審
査
の
経
過

及
び
結
果

主
な
る
意
見

一
般
会
計

特
別
会
計

決
算
審
査
特
別
委
員
会

平
成
28
年
度
決
算
認
定

平
成
2
年
度
決
算
認
定

委
員
長
山
本
晴
隆　

副
委
員
長
前
住
孝
行

防
災
対
策
事
業

・
防
災
訓
練
や
自
主
防
災
組
織

づ
く
り
は
、
地
域
住
民
の
意

見
を
盛
り
込
む
な
ど
、
様
々

な
場
面
を
想
定
さ
れ
、
執
行

さ
れ
た
い
。

決算審査の様子

活用が期待されるチャレンジショップ

防災訓練でバケツリレー

渕見でのボーリング調査

簡
易
水
道
事
業

・
簡
易
水
道
事
業
整
備
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
事
業
を
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
進
捗
に
応

じ
、
住
民
説
明
を
行
い
な
が

ら
健
全
な
運
営
に
な
る
よ
う

実
態
を
把
握
し
、
計
画
的
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。
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　８月21日から28日までの６日間、平成28年度各会計歳入歳出決算書、事項別明細書及び実
質収支に関する調書の計数と歳入歳出整理簿等関係諸帳簿・証書類を照合した結果、すべての
重要な点において適正に表示されているものと認めた。
　会計における残高は、預け入れ金融機関の預貯金残高等と符合しており、適正であると認め
た。また、基金に関する調書の計数並びに土地開発基金の運用についても、適正であると認めた。

（１）財政運営の指標について
　　財政関係指標等の数値は、経常収支比率81.3％
　→84.0％（2.7ポイント増）と、やや硬直化した。
普通交付税及び臨時財政対策債が減少し、物件
費及び扶助費の増加が主な要因となっている。
指針となる75％に向けた改善努力が望まれる。

（２）資産台帳について
　　平成27年度末における固定資産税台帳及び物
品台帳がデーターベース化され出来上がったが、
平成28年度末（監査期間）の取得・廃棄等の修
正が網羅されておらず、速やかに整備されたい。
　　また、公共用財産及び若桜鉄道に関する財産
についても速やかに整備されたい。

監査委員　藤原　重明　　　監査委員　山根　政彦
決 算 審査意見（要約）

区　　　分
数　　　値

平成27年度末 平成28年度末

経常収支比率 81.3% 84.0%

実質公債費比率（単年度値） 5.7％ 6.8％

実質公債費比率（３年間の平均値） 6.4％ 6.1％

地方債残高 49億3093万円 49億3328万円

　
内
　
　
訳

一般会計 31億6911万円 31億8785万円

簡易水道事業会計 3億764万円 3億5460万円

公共下水道事業会計 7億9421万円 7億5677万円

農業集落排水事業会計 6億1443万円 5億6640万円

赤松団地造成事業会計 703万円 667万円

索道事業会計 3850万円 6100万円

基金残高 22億6729万円 22億5386万円

　　平成28年度一般会計の決算額は、歳入歳出差
引残額2億4130万円で、繰越財源を控除した実質
収支は1億6539万円の黒字決算となっている。
　　また、特別会計（10会計）の実質収支額では、
７会計が一般会計から繰り入れを受けた結果で
ある。
　　また、財政運営の判断指標数値は改善されつ
つあるが、人口減少が更に進むことが予想され、
税収も減少傾向にある中で水道設備の統合や公
営住宅の改修などのインフラ整備が計画されて
おり、財政的に決して余裕があるとはいえない。
限られた財源のなかで、合理的且つ効果的な行
政運営が行われるよう期待している。

ま とめ

留 意、検討事項 一 般 会 計
（３）各種税と使用料等の債権管理について
　　町税ほか各種保険料の現年度分の収納率は、
すべて99％以上で、滞納繰越分を含めても96％
以上となっており、県内トップクラスを維持し
ている。
　　また、収入未済額については、回収努力、時
効中断、不納欠損も含めて法に基づいた適正・
効率的な管理をされたい。

※その他、（一財）若桜町観光開発事業団、管理委
託業務、特産品開発支援事業補助金、国の重要
伝統的建造物群保存地区の指定事業についての
指摘がありました。
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審議結果一目でわかる９月定例会

決
　
　
　
　
　
算

平成28年度若桜町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町赤松団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町財産区造林事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町索道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
平成28年度若桜町住宅新築資金等貸付事業歳入歳出決算の認定について 認定

補
　
正
　
予
　
算

平成29年度若桜町一般会計補正予算（第2号）
可決

3520万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、36億6160万円とした。

平成29年度若桜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）
可決

887万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、5億3037万円とした。

平成29年度若桜町介護保険事業特別会計補正予算（第2号）
可決

1809万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、6億6489万円とした。

平成29年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）
可決

1880万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、3億6152万円とした。

条
　
　
　
　
　
例

若桜町表彰条例の制定について
可決自治の振興、町の公益及び町民の福利増進等について、功労又は善行があった者の表彰について、必要な

事項を定めるため。

若桜町の休日を定める条例等の一部改正について
可決

近隣自治体の状況を勘案し、若桜町及び各施設の休日を定めるため。

若桜町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正について
可決

特別職の職員の給料の額について報酬等審議会の答申に基づき給料月額を9.0% ～ 9.2%増額を行うため。

若桜町職員等の旅費に関する条例の一部改正について
可決県からの派遣職員及び本町から県等への派遣職員の赴任に伴う住所・居所の移転に伴う費用等を支給す

るため。

若桜町立中学校等設置条例の一部改正について
可決

若桜学園寄宿舎は、中学校の生徒の冬季期間の宿舎として使用されていたが、この度廃止するため。

若桜町農村情報連絡施設、防災行政無線（移動系）の設置及び管理運営に関する条例の
一部改正について 可決
農村情報連絡施設の廃止及びデジタル化した防災行政無線（同報系）施設の運用開始するため。

若桜町高齢者自立支援ハウスの設置よび管理に関する条例の廃止について。
可決

高齢者の福祉の増進に関する事業者が使用できるように、行政財産を普通財産に変更するため。

若桜町過疎地域自立促進計画の変更について
可決

わかさこども園改修事業の財源に過疎債を充てるため、若桜町過疎地域自立促進計画の追加を要するため。
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そ
の
他

損害賠償の額を定めることについて。
可決

公用車を移動させた際に、岩美町の公用車に接触し車両に損傷を与えたため。

陳
　
　
　
　
　
情

林道開設加速に関する陳情書 委員会審査結果

採　択 採択
屋堂羅カアヶ谷経由諸鹿屋堂羅線林道開設加速について。

砂防ダム設置に関する陳情書 委員会審査結果

採　択 採択
屋堂羅の千代川水系神護谷川への砂防ダム設置について。

移動通信鉄塔管理道路の町道編入早期実施に関する陳情書 委員会審査結果

不採択 不採択
屋堂羅移動通信鉄塔管理道路の町道編入について。

宮前広場への水道設備設置に関する陳情書 委員会審査結果

不採択 不採択
屋堂羅集落入口宮前広場へ水道設備設置について。

屋堂羅川上流の流木撤去に関する陳情書 委員会審査結果

採　択 採択
屋堂羅川上流域の河川内にとどまる流木の撤去について。

町道道路標示（白線）に関する陳情書 委員会審査結果

採　択 採択
国道から「たくみの館」の町道道路標示（白線）について。

町道の一時停止表示看板設置および宮前橋橋梁の段差に関する陳情書 委員会審査結果

採　択 採択「ストックヤードから宮前橋への出口」と「浄善寺からの降り口」に一時停止表示看板
設置及び宮前橋橋梁の段差解消について。

「全国森林環境税の創設に関する意見書」採択に関する陳情 委員会審査結果

採　択 採択保全を担う市区町村の森林・林業・山村対策の強化を図ることを目的とした、新たな
税財源である「全国森林環境税」の創設について。

議
員
提

出
議
案

「全国森林環境税」の創設に関する意見書
採択保全を担う市区町村の森林・林業・山村対策の強化を図ることを目的とした、新たな税財源である「全

国森林環境税」の創設について。

氏　　　　名

青
木
　
一
憲

山
根
　
政
彦

山
本
　
安
雄

岡
田
　
一
弥

前
住
　
孝
行

山
本
　
晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾
　
理
明

小
林
　
　
誠

結
　
　
　
果

平成28年度若桜町一般会計歳入歳出決算の認定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 採択

討論 賛否の分かれた議案

決算の認定について

 原案反対　中尾理明議員
　任意の運動団体である部落解放同盟への補助
金163万円は、根拠となった地対財特法はすでに
15年前に失効しており、認められない。

 原案賛成　前住孝行議員
　相談体制の充実と部落差別の解消を推進するの
がふれあい交流センターであり、部落開放同盟高
野支部であると考えます。差別のない社会を実現
するために必要である。
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氏　　　　名

青
木
　
一
憲

山
根
　
政
彦

山
本
　
安
雄

岡
田
　
一
弥

前
住
　
孝
行

山
本
　
晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾
　
理
明

小
林
　
　
誠

結
　
　
　
果

若桜町特別職の職員の給与及び旅費に関する条
例の一部改正について ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ 可決

氏　　　　名

青
木
　
一
憲

山
根
　
政
彦

山
本
　
安
雄

岡
田
　
一
弥

前
住
　
孝
行

山
本
　
晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾
　
理
明

小
林
　
　
誠

結
　
　
　
果

「全国森林環境税の創設に関する意見書」採択に
関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 採択

氏　　　　名

青
木
　
一
憲

山
根
　
政
彦

山
本
　
安
雄

岡
田
　
一
弥

前
住
　
孝
行

山
本
　
晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾
　
理
明

小
林
　
　
誠

結
　
　
　
果

「全国森林環境税」の創設に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 採択

条例

陳情

議員提出議案

 原案反対　中尾理明議員
　現下の経済状況で潤っているのは一部大企業
だけで、町内も同様である。企業、労働者に展
望は開けていない。このような中での特別職給
与の引き上げに、町民の理解は得られない。

 原案反対　中尾理明議員
　林業が国政の根幹である事は論を待たない。
鳥取県他自治体によっては、森林環境保全税な
どの形で住民税に上乗せ課税している所があり、
二重課税を懸念する。現行の地球温暖化対策税
の拡充で対応すべきである。

 原案反対　中尾理明議員
　林業が国政の根幹である事は論を待たない。
鳥取県他自治体によっては、森林環境保全税な
どの形で住民税に上乗せ課税している所があり、
二重課税を懸念する。現行の地球温暖化対策税
の拡充で対応すべきである。

 原案賛成　前住孝行議員
　若桜町特別職報酬等審議会答申で「町長、副町
長及び教育長の給与月額は、いずれも概ね10%を
増額させることが適当である」との結論に達しま
した。東部の低い町に合わせて、改正後の額にさ
れている。

 原案賛成　前住孝行議員
　森林面積が95％であり、全国森林環境税の導入
は間違いなくプラスに働くと考えます。徴収額や
配分の仕方は、未定と聞いており、税制調整会議
で諮られ、平成30年度の予算には反映されると聞
いています。本町の林業政策の発展を期待する。

 原案賛成　前住孝行議員
　森林面積が95％であり、全国森林環境税の導入
は間違いなくプラスに働くと考えます。徴収額や
配分の仕方は、未定と聞いており、税制調整会議
で諮られ、平成30年度の予算には反映されると聞
いています。本町の林業政策の発展を期待する。

動議の提出
　上川裕見子議員から、平成29年度若桜町一般会計補正予算（第２号）に関する付帯決議の動議が提出されましたが、
日程に追加し、議題にすることは、否決されました。

わかさ議会だより　No162　平成29年11月
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わかさこども園
調理場改修工事設計委託料

350万円

わかさこども園

若桜鉄道対策事業
鉄道施設保守管理委託料

1326万円

若桜鉄道

バス運行事業

中原バス待合所を新築するもの

151万円

中原バス待合所新築予定地

一般会計
総額

36億6160万円

事　業　名 増　減 総　額

国 民 健 康 保 険 887万円 5億3037万円

介 護 保 険 1808万円 6億4891万円

簡 易 水 道 188万円 3億6152万円

特別会計

平成２９年度　一般会計補正予算
3520 万円　増額

移住定住促進事業
大雪のため破損した屋根の補修を行うもの

141万円

若桜迎賓館

主 な
事 業

わかさ議会だより　No162　平成29年11月
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詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

　９月議会定例会の一般質問は、９月12日に行われ、７人
の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長と教育長の答弁は、質問した議員が要約
して掲載しています。

若桜町政

世
代
交
代
す
る
時
期
と
判
断

し
、
４
期
目
の
出
馬
は
し
な
い

４
期
目
に
向
け
て
の
、

小
林
町
長
の
決
意
は

小林　誠 議員

Q　

小
林
町
長
は
平
成
18

年
２
月
の
選
挙
で
若
桜
町

長
に
就
任
さ
れ
、
11
年
５

か
月
若
桜
町
政
を
担
っ
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
合
併
を

せ
ず
単
独
を
選
ん
だ
ま
ち

と
し
て
大
変
な
財
政
状
況

の
中
、
行
政
改
革
は
も
と

よ
り
行
財
政
の
確
立
の
た

め
頑
張
っ
て
来
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
若
桜
鉄
道
の

基
金
が
底
を
突
く
中
、
八

頭
町
は
鉄
道
を
廃
止
、
バ

ス
に
転
換
の
提
案
も
あ
り
、

町
長
は
鉄
道
を
残
す
と
強

い
信
念
の
下
、
兵
庫
県
多

可
町
か
ら
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
１
２

１
６
７
を
公
費
も
使
わ
ず

に
町
民
皆
様
方
の
募
金
で

若
桜
町
に
持
ち
帰
ら
れ
ま

し
た
。
そ
う
し
た
活
動
が
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
を
引
き

付
け
報
道
さ
れ
、
一
躍
全

国
か
ら
注
目
を
浴
び
る
若

桜
鉄
道
に
な
り
、
新
し
く

上
下
分
離
方
式
を
含
む
法

律
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
、

福
祉
教
育
、
農
林
業
の
振

興
な
ど
の
施
策
を
積
極
的

に
進
め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

今
日
ま
で
の
中
で
成
果
や

実
績
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
国
道
４
８
２

号
茗
荷
谷
バ
イ
パ
ス
の
完

成
、
引
き
続
き
𣇃
米
バ
イ

パ
ス
の
１
，
２
０
０
ｍ
の

ト
ン
ネ
ル
、
さ
ら
に
は
岩

屋
堂
バ
イ
パ
ス
に
も
着
工

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｌ
を
多
可
町
か
ら
迎
え

入
れ
、
若
桜
鉄
道
や
ま
ち

づ
く
り
に
や
る
気
を
起
こ

さ
せ
た
の
は
Ｓ
Ｌ
で
あ
り

ま
し
た
。
Ｓ
Ｌ
が
鉄
道
や

ま
ち
を
救
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
、
鉄
道

に
過
疎
債
を
適
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
国
に
働
き

か
け
て
実
現
も
で
き
た
。

　

ま
た
、
来
年
３
月
に
は

水
戸
岡
鋭
治
さ
ん
デ
ザ
イ

ン
の
観
光
列
車
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
八
東
駅
の
す

れ
違
い
施
設
も
着
工
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
桜
中
学
校
に

小
中
一
貫
教
育
校
と
し
て

若
桜
学
園
を
開
校
し
て
若

桜
材
で
特
別
教
室
棟
、
教

室
棟
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
ま
し
た
。
29
工
房

は
年
間
２
０
０
０
頭
の
鹿
、

猪
等
の
処
理
能
力
が
あ
る

施
設
で
す
。
こ
の
た
び
品

質
管
理
を
行
う
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

指
定
管
理
に
出
し
て
い
る

河
戸
さ
ん
の
解
体
技
術
は

日
本
一
と
も
言
わ
れ
、
食

肉
は
関
東
、
関
西
に
出
荷

さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
答

弁
に
は
沢
山
の
実
績
あ

り
）

　
Q　

先
日
一
部
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
が
、
小
林
町

長
の
４
期
目
に
向
け
て
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
こ
の
３
期
走

り
続
け
、
あ
る
程
度
の
目

標
は
達
成
し
た
。
自
分
な

り
に
考
え
、
今
が
世
代
交

代
す
る
時
期
と
判
断
し
ま

し
た
。
若
い
方
に
新
し
い

感
覚
で
ま
ち
づ
く
り
の
舵

取
り
を
お
願
い
し
た
い
。

よ
っ
て
次
期
町
長
選
挙
に

は
出
馬
い
た
し
ま
せ
ん
。

Q　

非
常
に
残
念
だ
と

思
い
ま
す
。
今
日
ま
で
若

桜
町
発
展
の
た
め
に
、
町

民
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
に
、

献
身
的
に
、
精
力
的
に

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
、
若
桜
町
に
と
っ
て
大

変
重
大
な
時
期
と
も
思
い

ま
す
。
小
林
町
政
の
継
承

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
伺

い
ま
す
。

A
（
町
長
）
継
承
と
い
う

こ
と
は
ま
だ
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

是
非
と
も
、
小
林
町
政

が
継
承
さ
れ
、
若
桜
町
が

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く

た
め
の
体
制
作
り
を
町
長

の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答弁する小林町長

お詫びと訂正
若桜議会だより第161号８月号記事
中、P ９下より２段目の一般質問山
本議員の若桜町観光開発事業団ア
ンサー箇所において、字句の誤り
がありましたので、お詫びして訂
正します。

「（教育長）」は、正しくは、
「（町長）」です

わかさ議会だより　No162　平成29年11月
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Q　

新
制
度
で
は
、
国
の

支
援
金(

公
費)

が
算
入
さ

れ
、
保
険
料
の
軽
減
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
国
保
会
計
に
対
す
る

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を

抑
制
す
る
指
導
も
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
繰
入
が
認
め

ら
れ
な
け
れ
ば
、
新
し
い

保
険
料
が
上
が
り
、
町
の

県
へ
の
納
付
金
が
上
る
結

果
を
招
か
な
い
様
に
す
べ

き
で
す
。
そ
の
た
め
県
と

の
協
議
を
強
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
ご
意
見
を
伺
い
ま

す
。

A
（
町
長
）
県
の
一
方
的

な
方
針
で
実
施
し
て
は
い

け
な
い
、
最
後
は
町
村
長

の
意
見
を
聞
い
て
結
論
を

出
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も

上
が
っ
て
お
り
、
私
も
上

が
ら
な
い
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

も
可
能
だ
と
説
明
を
受
け

て
い
ま
す
。

Q　

新
制
度
の
保
険
者
努

力
支
援
制
度
は
、
市
町
村
、

県
の
医
療
費
削
減
、
収
納

率
向
上
努
力
を
国
が
判
定

し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る

自
治
体
に
予
算
を
重
点
配

分
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
ど
う
考
え
て
お
ら

れ
ま
す
か
。

A
（
町
長
）
医
療
費
適
正

化
や
収
納
率
向
上
施
策
は
、

今
ま
で
も
重
要
な
課
題
と

位
置
づ
け
て
取
組
で
い
ま

す
。
国
保
制
度
を
守
る
た

め
、
財
政
運
営
の
安
定
化

を
図
る
適
切
な
や
り
方
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
取
組

の
結
果
評
価
に
よ
る
公
費

の
配
分
は
、
以
前
か
ら
特

別
調
整
交
付
金
と
し
て
実

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q　

医
療
費
を
適
切
に
保

つ
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

必
要
な
医
療
行
為
が
抑
制

さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す

る
余
り
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
暮
ら
し
の
状
況
を
よ

く
見
な
い
で
、
何
で
も
収

納
率
だ
け
上
が
れ
ば
良
い

と
い
う
や
り
方
は
慎
ま
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
町

民
の
生
活
が
困
窮
に
追
い

や
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
避

け
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
が
、
ど
う
で
す
か
。

A
（
町
長
）
目
標
を
持
っ

て
医
療
費
の
適
性
化
を
図

る
と
共
に
、
体
力
づ
く
り

に
よ
り
、
な
る
べ
く
医
者

に
か
か
ら
な
い
元
気
な
町

づ
く
り
が
大
事
で
す
。
３

月
に
若
桜
町
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
条
例
も

作
り
、
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
す
よ
う
進
め
て
い
ま

す
。

国保都道府県化問題

引
き
上
げ
ら
れ
な
い
様
国
の
支

援(

公
費)

を
期
待
す
る

新
し
い
保
険
料
の
算
定
は

安
く
抑
え
る
べ
き

Q　

こ
の
事
業
は
、
当
初

予
算
が
１
０
０
０
万
円
で
、

申
し
込
み
が
予
算
額
を
上

回
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
状
態
で
す
。
平
成
27
年

度
に
始
ま
っ
て
か
ら
、
町

民
、
関
係
業
者
に
大
変
喜

ば
れ
て
お
り
、
補
正
予
算

を
組
ん
で
追
加
実
施
す
べ

小規模住宅改修補助金

検
証
が
先
、
今
は

追
加
補
正
困
難

好
評
な
の
で
補
正

予
算
で
対
応
を

小林　　誠 議員
中尾　理明 議員
青木　一憲 議員
岡田　一弥 議員
山本　安雄 議員
前住　孝行 議員
上川裕見子 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ

中尾　理明 議員

代
す
る
時
期
と
判
断
し
ま

し
た
。
若
い
方
に
新
し
い

感
覚
で
ま
ち
づ
く
り
の
舵

取
り
を
お
願
い
し
た
い
。

よ
っ
て
次
期
町
長
選
挙
に

は
出
馬
い
た
し
ま
せ
ん
。

Q　

非
常
に
残
念
だ
と

思
い
ま
す
。
今
日
ま
で
若

桜
町
発
展
の
た
め
に
、
町

民
皆
様
の
幸
せ
の
た
め
に
、

献
身
的
に
、
精
力
的
に

頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

今
、
若
桜
町
に
と
っ
て
大

変
重
大
な
時
期
と
も
思
い

ま
す
。
小
林
町
政
の
継
承

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
伺

い
ま
す
。

A
（
町
長
）
継
承
と
い
う

こ
と
は
ま
だ
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

是
非
と
も
、
小
林
町
政

が
継
承
さ
れ
、
若
桜
町
が

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く

た
め
の
体
制
作
り
を
町
長

の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

き
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う

で
す
か
。

A
（
町
長
）
こ
の
事
業
助

成
金
は
町
内
の
職
人
さ
ん

の
仕
事
づ
く
り
が
目
的
に

考
え
た
制
度
で
３
年
間
の

期
限
付
で
実
施
し
ま
し
た

が
、
ま
ず
取
組
の
検
証
が

必
要
で
す
。
追
加
の
補
正

予
算
は
予
定
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
検
証
後
、
住
宅
対

策
と
し
て
検
討
し
ま
す
。
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Q　

昨
年
の
４
月
か
ら
大

阪
・
若
桜
間
高
速
バ
ス
ド

ロ
ッ
プ
イ
ン
事
業
（
１
６

０
０
円
バ
ス
）
を
始
め
ら

れ
、
大
変
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
昨
年
よ

り
利
用
者
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
利
用
状
況

を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
本
年
度
の
利

用
者
数
は
、
４
月
か
ら
７

月
ま
で
に
２
６
１
４
人
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
４

月
か
ら
７
月
の
利
用
者
数

１
５
５
３
人
を
上
回
る
実

績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　

今
年
度
は
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
状
況
、
回
収
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
利
用
者
の
意
見
や

若
桜
の
住
民
の
利
用
状
況

を
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
７
月
ま
で
の

高
速
バ
ス
利
用
者
２
６
１

４
人
に
対
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
者
数
が
２
５

２
人
と
な
っ
て
お
り
、
回

収
率
は
全
体
の
９
・
６
％

と
、
低
い
状
況
で
す
。
利

用
者
の
意
見
は
、
こ
の
ま

ま
事
業
を
継
続
し
て
欲
し

い
、
京
阪
神
が
大
変
身
近

に
な
っ
た
等
の
意
見
が
あ

る
一
方
で
、
日
帰
り
で
き

る
時
間
帯
の
便
を
運
行
し

て
欲
し
い
、
若
桜
鉄
道
や

路
線
バ
ス
に
乗
り
継
ぎ
で

き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い

等
の
改
善
点
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
の
徹
底
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
を

上
げ
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
取
組
も
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

大
阪
発
、
鳥
取
発
と

も
に
１
便
の
発
車
時
刻

が
、
８
時
台
に
な
れ
ば
日

帰
り
が
で
き
る
と
、
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
現
在
の
時

刻
で
は
、
大
阪
は
約
３
時

間
、
若
桜
は
２
時
間
し
か

滞
在
で
き
ま
せ
ん
。
８
時

台
に
な
れ
ば
、
大
阪
で
は

５
時
間
、
若
桜
で
は
６
時

間
滞
在
で
き
、
も
っ
と
利

用
者
が
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
町
長
が
以
前
、
日
本

高速バス

引
き
続
き
日
本
交
通
と
協
議

大
阪
発
・
鳥
取
発
の
１
便
を

８
時
台
に

青木　一憲 議員

一　般　質　問 Ａ

交
通
の
社
長
に
バ
ス
の
時

間
の
見
直
し
に
つ
い
て
要

望
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

後
の
協
議
は
進
ん
で
い
る

の
か
、
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
現
在
、
日
本

交
通
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
中
で
、
変
更
に
は
時
間

を
有
し
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
意
見
・
要
望
か
ら

も
滞
在
時
間
の
延
長
は
、

利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
た
め
、
引
き
続
き
日
本

交
通
と
協
議
を
重
ね
、
運

行
時
間
の
変
更
を
調
整
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

日本交通高速バス

老人専用車

慎
重
に
議
論
す
る

必
要
が
あ
る

運
転
手
を
雇
っ

て
は

Q　

今
年
度
に
入
り
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
委
託
運
転
業
務

に
制
限
が
か
か
り
、
活
動

範
囲
が
狭
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
提
案
で
す
が
、

町
の
職
員
（
現
業
職
）
と

し
て
、
運
転
手
を
雇
っ
て

は
ど
う
か
、
伺
い
ま
す
。

A
（
町
長
）
経
費
や
費
用

対
効
果
も
踏
ま
え
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
上

で
、
安
心
安
全
な
運
行
の

確
保
を
図
る
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
方
策
が
最
適

で
あ
る
か
、
慎
重
に
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
、
町
営
バ
ス
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。〉
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Q　

社
会
福
祉
協
議
会
が

行
っ
て
い
る
食
事
サ
ー
ビ

ス
事
業
は
、
高
齢
化
の
進

む
本
町
に
と
っ
て
、
食
事

を
毎
日
準
備
す
る
手
間
は

肉
体
的
に
も
厳
し
く
、
週

１
回
の
休
息
日
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
と
の
声
が
多

く
、
ぜ
ひ
予
算
を
増
額
し

て
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
が
、
所
見
は
。

A
（
町
長
）
こ
の
事
業
は

社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
社

会
福
祉
協
議
会
の
独
自
の

事
業
な
の
で
、
私
の
ほ
う

か
ら
お
答
え
す
べ
き
内
容

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

再
度
状
況
を
把
握
し
て
補

助
金
の
増
額
が
な
い
と
事

業
が
出
来
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
町
民
の
福
祉
の
増
進

の
観
点
か
ら
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
も
協
議
し
た
い
。

Q　

社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
中
に
、
週
も
う

１
回
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
の
意
見
が
あ
る
が
、
町

長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
る
か
。

A
（
町
長
）
こ
の
事
業
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
独
自

事
業
で
す
の
で
、
今
後
の

食事サービス事業

福
祉
行
政
の
推
進
に大

き
く
貢
献

町
民
に
支
持
さ
れ
た
、

行
政
の
あ
る
べ
き
姿
で
は

岡田　一弥 議員

一　般　質　問Ｑ

事
業
展
開
に
つ
い
て
は
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
方
で
検
討
す
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
に
、
議
会
か

ら
意
見
が
あ
っ
た
と
伝
え

た
い
。
あ
く
ま
で
も
、
私

が
週
２
回
す
る
と
い
う
こ

と
は
な
か
な
か
言
え
な
い
。

A
（
町
長
）
社
会
福
祉
協

議
会
の
担
当
者
か
ら
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も

こ
の
事
業
に
参
加
す
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

方
も
多
く
、
現
行
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
は
可
能
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
業
で
あ
る
の

で
、
事
業
内
容
に
つ
い
て

申
し
述
べ
る
立
場
に
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
事
業
の
充

実
等
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
お
話
が
あ

れ
ば
、
要
望
に
も
そ
え
る

よ
う
な
検
討
を
し
た
い
。

　
　
　
　

Q　

住
民
か
ら
の
要
望
の

強
い
、
人
に
優
し
い
行
政

手
作
り
の
、
心
の
こ
も
っ

た
弁
当
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

こ
そ
、
町
民
に
支
持
さ
れ

た
行
政
の
あ
る
べ
き
姿
だ

と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
は
。

A
（
町
長
）
社
会
福
祉
協

議
会
の
他
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
関
係
の
事
業
所

や
、
団
体
が
あ
り
、
そ
の

全
て
の
事
業
所
等
に
お
い

て
、
行
政
だ
け
で
は
手
の

届
か
な
い
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ

て
お
り
、
福
祉
行
政
の
推

進
に
は
、
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た

る
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
考
え
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
、

皆
様
と
連
携
を
密
に
し
て
、

事
業
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
議
員

の
皆
様
に
は
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Q　

調
理
や
配
達
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
協

力
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

現
状
維
持
が
厳
し
い
状
況

の
よ
う
だ
。
利
用
者
の
多

く
に
支
持
さ
れ
て
い
る
食

事
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る

た
め
に
は
、
専
用
ス
タ
ッ

フ
採
用
に
よ
る
運
営
を
、

配
慮
し
た
新
規
事
業
に
移

行
す
る
た
め
の
助
成
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽しみの宅配弁当

若桜町社会福祉協議会「ドリーミー」
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一　般　質　問 Ａ
Q　

河
床
に
葦
や
柳
の
木

な
ど
が
覆
い
茂
っ
て
お
り

氾
濫
の
危
険
が
あ
る
。
所

見
を
伺
い
ま
す
。

　
A
（
町
長
）
河
川
阻
害
率

が
範
囲
を
超
え
て
い
な
い

と
判
断
さ
れ
経
過
観
察
と

な
っ
て
い
る
。
継
続
し
て

県
へ
要
望
し
て
い
く
。

　
Q　

森
林
整
備
自
体
も
防

災
対
策
の
一
つ
。

　

耕
作
放
棄
地
、
谷
川
の

調
査
、
森
林
内
植
生
の
調

査
は
必
要
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
造
林
事
業
の

単
町
嵩
上
げ
な
ど
間
伐
を

推
進
し
、
公
益
的
機
能
の

維
持
回
復
を
図
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

防災対策

経
過
観
察
し
継
続
し
て県

へ
要
望

河
川
増
水
時
対
策
、

森
林
下
層
植
生
は

山本　安雄 議員

空き家

研
究
す
る
。

協
議
会
の
設
置
は

Q　

老
朽
化
し
た
家
屋
の

所
有
者
又
は
管
理
者
に
適

正
な
管
理
を
促
す
べ
き
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

　
A
（
町
長
）
適
正
な
管
理

に
つ
い
て
、
お
願
い
を
し

て
い
き
た
い
。

　
　

水力発電

協
議
会
設
立
準
備
中

自
然
環
境
の
利
用
は

Q　

急
峻
の
山
、
水
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
発
電
に

は
適
し
た
と
こ
ろ
。
氷
ノ

山
で
は
小
水
力
発
電
を
研

究
し
て
い
る
。
進
捗
状
況

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
小
型
風
力
発

電
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

と
も
に
道
路
照
明
と
し
て
、

十
分
に
活
用
で
き
る
報
告

と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
活
用
す
る
と
な
れ
ば
多

く
の
課
題
も
あ
り
、
引
き

続
き
調
査
検
討
が
必
要
で

す
。

　
　Q　

落
折
の
集
落
で
は
公

民
館
に
小
水
力
発
電
が
設

置
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
設
置
可
能
な
と
こ
ろ

の
調
査
を
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

　
A
（
町
長
）
協
議
会
設
立

の
準
備
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
県
内
で
は
唯

一
発
電
量
が
消
費
電
力
を

上
回
っ
て
い
る
。
可
能
性

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る

計
画
を
し
て
い
る
。

入札制度

開
示
請
求
が
あ
れ

ば
対
応

金
入
り
設
計
書

の
公
開
は

Q　

県
で
は
、
落
札
後
に

金
入
り
設
計
書
を
公
表
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
競
争
力
や
経
営
力
が
つ

く
こ
と
を
目
的
に
調
査
を

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
。

　
A
（
町
長
）
入
札
参
加
業

者
等
か
ら
開
示
請
求
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
関
係

条
例
や
規
則
に
基
づ
き
対

応
し
て
い
き
た
い
。

Q　

空
き
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

が
制
定
さ
れ
た
。
協
議
会

を
設
置
し
管
理
を
促
す
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A
（
町
長
）
国
や
近
隣
市

町
村
の
動
向
に
注
意
し
つ

つ
、空
き
家
の
適
正
管
理
、

有
効
活
用
に
つ
い
て
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

　
Q　

小
規
模
改
修
事
業
は

年
度
末
で
終
わ
る
。
さ
ら

に
延
長
を
し
て
地
域
住
民

の
住
環
境
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。　

A
（
町
長
）
今
ま
で
の
効

果
を
検
証
し
て
、
新
年
度

か
ら
新
し
い
方
法
で
考
え

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

〈
そ
の
他
、
冬
季
の
除
雪

に
つ
い
て
ロ
ー
タ
リ
ー
除

雪
車
で
道
路
幅
員
を
確
保

す
る
質
問
を
し
ま
し
た
〉

小船橋上
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Q　

平
成
28
年
３
月
の
一

般
質
問
で
「
保
護
者
の
方

か
ら
の
希
望
を
伺
い
な
が

ら
委
託
及
び
訪
問
型
も
含

め
、
事
業
実
施
に
向
け
て

実
現
で
き
る
よ
う
に
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
の
状
況
と
進
捗
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
平
成
28
年
８

月
に
開
催
し
た
、
若
桜
町

総
合
教
育
会
議
の
中
で
、

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

を
支
援
し
て
い
く
上
で
病

後
児
保
育
は
必
要
な
施
策

で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

く
取
組
め
る
よ
う
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
の
議
会
に
病
後
児
保

育
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

こ
ど
も
園
の
改
修
設
計
の

予
算
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

Q　

安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
よ
う
、
で
き

る
限
り
の
体
制
を
早
期
に

整
え
、
受
入
が
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
所
見
を
伺

い
ま
す
。

A
（
町
長
）
現
在
、
県
東

部
に
お
い
て
鳥
取
市
を
中

心
に
連
携
中
枢
都
市
圏
構

想
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
て
お
り
、
本
町
よ
り
病

児
・
病
後
児
保
育
の
広
域

受
入
に
つ
い
て
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
８

月
17
日
に
第
１
回
の
医

療
・
福
祉
・
保
健
分
野
検

討
会
議
が
開
催
さ
れ
、
本

町
の
提
案
に
つ
い
て
了

解
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
調
理
室
を
増

改
築
し
、
３
歳
児
未
満
児

及
び
病
後
児
保
育
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
よ

う
考
え
て
い
ま
す
。
予
定

と
し
て
は
本
年
度
に
設
計
、

来
年
度
に
改
修
工
事
及
び

事
業
実
施
に
必
要
と
な
る

人
材
の
確
保
を
行
い
、
平

成
31
年
度
に
は
実
施
に
こ

ぎ
着
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

地籍調査

体
制
・
方
法
も

見
直
し
を

進
捗
は
良
い
の
か
、

他
の
方
法
は

病後児保育

調
理
室
改
修
と
併
せ
て

平
成
31
年
度
に
受
入

検
討
状
況
と
進
捗
は

一　般　質　問Ｑ

集落支援員

若
桜
版
の
方
法

で
考
え
た
い

一
部
導
入
さ
れ
た

が
更
な
る
考
え
は

Q　

平
成
27
年
12
月
の
質

問
の
中
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
絡
め
て
、
限
界
集

落
が
叫
ば
れ
て
人
的
確
保

を
す
る
た
め
に
集
落
支
援

員
の
導
入
を
と
い
う
こ
と

で
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の

状
況
と
そ
の
進
捗
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

A
（
町
長
）
総
務
省
の
制

度
で
あ
る
集
落
支
援
員
設

置
の
大
き
な
目
的
は
、
集

落
の
問
題
を
自
ら
の
問
題

と
し
て
捉
え
る
住
民
の
当

事
者
意
識
を
顕
在
化
さ
せ

る
こ
と
で
集
落
支
援
員
は

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す

が
、
支
援
員
が
直
接
集
落

機
能
を
補
完
す
る
こ
と
が

使
命
で
は
な
く
、
話
し
合

い
の
促
進
を
図
っ
た
り
、

住
民
自
ら
が
問
題
の
解
決

策
を
考
案
し
、
実
行
し
持

続
性
の
あ
る
集
落
状
態
に

導
く
の
が
使
命
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

集
落
の
負
担
に
つ
い
て

も
理
解
い
た
だ
い
た
上

で
、
真
に
改
革
の
意
識
が

あ
り
、
集
落
の
抱
え
る
諸

問
題
解
決
に
も
取
組
も
う

と
す
る
集
落
か
ら
導
入
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
総
務
省
は
、
３
、
４

集
落
を
一
緒
に
持
つ
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

若
桜
版
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

を
考
え
て
み
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Q　

現
状
の
ペ
ー
ス
、
体

制
で
良
い
の
か
、
他
に
方

法
が
な
い
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

A
（
町
長
）
体
制
強
化
や

事
務
効
率
化
を
検
討
す

る
。

前住　孝行 議員

力を出し切る
若桜こども園園児

わかさ議会だより　No162　平成29年11月
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Q　

役
場
の
障
が
い
者
法

定
雇
用
率
（
常
用
労
働
者

の
数
に
対
す
る
割
合
）
は
、

い
く
ら
で
す
か
。

A
（
町
長
）
職
員
数
73
名

に
法
定
雇
用
率
2
・
３
％

乗
じ
た
数
は
１
・
６
７
９
。

障
が
い
の
あ
る
方
は
１
名

在
籍
し
法
定
数
を
満
た
し

て
い
る
。
来
年
率
が
上

が
っ
て
も
人
数
に
変
動
は

な
い
。
し
か
し
、
単
に
満

た
し
て
い
た
ら
い
い
と
考

え
る
の
で
は
な
く
、
障
が

い
者
の
自
立
と
能
力
を
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
、
雇

用
の
促
進
に
も
努
め
た
い
。

Q　

以
前
は
２
人
の
雇
用

が
あ
っ
た
。
法
定
数
を
上

回
っ
て
い
る
市
町
村
も
あ

る
。
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

町
内
の
民
間
企
業
の
障
が

い
者
の
雇
用
状
況
は
い
か

が
で
す
か
。

A
（
町
長
）
鳥
取
労
働
局

に
紹
介
し
た
が
情
報
提
供

は
で
き
な
い
と
の
回
答
。

本
町
に
適
用
と
な
る
50
人

以
上
の
事
業
所
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

Q　

平
成
28
年
10
月
１
日

現
在
の
障
害
者
手
帳
の
保

持
者
は
４
１
３
人
、
内
18

歳
～
64
歳
ま
で
、
１
０
９

名
で
す
。
就
労
状
況
は
、

障
が
い
福
祉
計
画
の
中
で

結
果
分
析
は
さ
れ
て
い
ま

す
か
。
手
帳
交
付
時
に
就

労
相
談
の
チ
ラ
シ
が
あ
る

と
い
い
の
で
は
。

A
（
町
民
福
祉
課
長
）
良

い
結
果
は
町
外
で
通
え
る

事
業
所
が
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
県
か
ら
不

利
益
発
生
防
止
の
指
導
が

あ
り
、
障
害
年
金
に
つ
い

て
の
記
載
は
触
れ
て
い
ま

す
。

Q　

障
が
い
者
の
工
賃

ア
ッ
プ
に
県
が
取
組
ん
で

い
る
が
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
で
資
源
の
有
効
活
用
に

一
役
か
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

地
域
に
出
て
仕
事
が
で
き

る
よ
う
な
協
力
が
さ
ら
に

で
き
ま
せ
ん
か
。

A
（
町
長
）
県
は
工
賃
月

額
３
万
３
０
０
０
円
以
上

目
指
し
て
い
る
。
町
内
の

事
業
所
は
工
賃
向
上
計
画

を
策
定
し
て
取
組
み
、
昨

年
度
は
１
万
９
７
７
７
円

（
平
成
22
年
度
約
１
・
９

倍
）
と
成
果
が
上
が
っ
て

い
る
。
町
も
収
入
増
に
つ

な
が
る
よ
う
配
慮
を
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ど
ん

な
気
持
ち
か
と
い
う
こ
と

を
ま
ず
聞
き
た
い
。

障がい者雇用

皆
さ
ん
の
気
持
ち
を

ま
ず
聞
き
た
い

雇
用
拡
大
と
情
報
提
供
を

上川　裕見子 議員

高齢者の活躍

公
民
館
で
で
き
な

い
か
研
究
し
た
い

知
恵
や
技
術
を
伝
え

る
仕
組
み
づ
く
り

就労状況
（人） 計画 H28

実績

就労継続
Ａ １ ４

〃
Ｂ １７ ２９

就労移行 １ １

Q　

栃
の
実
の
あ
わ
し
方

な
ど
、
高
齢
者
の
知
恵
や

技
術
を
若
者
に
伝
え
る
工

夫
や
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
は
。

A
（
町
長
）
庁
内
で
検
討

し
、
ふ
る
さ
と
を
ど
う
守

る
か
を
課
題
に
公
民
館
等

で
で
き
な
い
か
研
究
し
た

い
。

Q　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
法
人
化
し
て
農
林

振
興
が
行
っ
て
い
る
事
業

を
移
管
す
る
こ
と
も
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

民
間
企
業
の
雇
用
の
達
成

率
が
１
０
０
％
の
産
業
は

農
林
漁
業
。
障
が
い
者
と

高
齢
者
は
、
制
度
で
す
り

合
わ
せ
が
さ
れ
て
き
て
い

る
。
一
緒
に
手
を
取
り
合

う
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

で
す
か
。

A
（
町
長
）
農
林
振
興
が

頑
張
っ
た
か
ら
、
今
若
桜

の
農
地
が
守
ら
れ
て
き
た

こ
と
は
評
価
し
て
ほ
し
い
。

農
林
振
興
の
仕
事
を
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
と

は
考
え
て
い
な
い
。
田
ん

ぼ
は
大
型
機
械
を
使
う
た

め
危
険
な
こ
と
も
あ
り
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

※
「
追
跡
／
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
の
質
問
あ
り
。

一般質問Ｑ Ａ
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調査研究 委員会報告

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災か
ら６年が経ち、壊滅的な被害からの復旧・復興
に向け一歩ずつ着実に進んでいる。
　昨年度は、医療、福祉の中核となる南三陸病
院及び総合ケアセンター南三陸が完成し、教育
では全小中学校が復旧している。
　今年度は、南三陸地方卸売市場や防災集団移
転促進団地が完成するなど、目に見える形で復
興が進んでいる。また、災害公営住宅整備事業
の完了、南三陸さんさん商店街のオープン、三
陸縦貫自動車道・南三陸海岸インターチェンジ
の共用も始まり、賑わい創出に向けた整備が着々
と進みつつある。今後も、構造的復興に向けて
行政・住民が一体となり復興の基盤になるもの
を確実に整備し、復興が現実として感じられる
よう努めている。

若桜町に活かせること
【総務産業常任委員会】
○災害後、議会・議員は、迅速で適切な行動ができるように、事前にルールを取り決める必要がある。
○災害後の情報収集・情報共有・情報発信する事が重要であり、議員もその役割を担う必要がある。
○災害直後、議員の役割は、被災地や被災者支援が中心である事を認識して速やかに特別委員会を
設置して、施策提案する事が主である。
○災害時には、議長のリーダーシップが重要である。
【教育民生常任委員会】
○町民の福祉と安全を守る自治体の役割を胸に刻みなおし、同じ思いで町政に当たる必要がある。
○ボランティア活動については、社会福祉協議会が中心的役割を担っているが、町を挙げて、いざ
という時の体制づくり、町内外の関係者との相互協力関係の構築を日頃から心掛ける必要がある。

調 査 地：宮城県南三陸町
調査事項：南三陸町の震災復興計画と現状について
参 加 者：総務産業常任委員会　委員5名、議会事務局1名、計6名
　　　　　教育民生常任委員会　委員5名、議会事務局1名、計6名

総務産業常任委員会
教育民生常任委員会 平成29年６月29日（木）

東日本大震災からの復旧・復興に向けて

意見交換の様子

復興に向け急ピッチで工事

わかさ議会だより　No162　平成29年11月
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教育民生常任委員会
　　　

旧寄宿舎施設の活用について

町民福祉課　　7月10日

【経過説明】
鳥取医療生協が介護施設として利用することを検討
平成29年２月　旧寄宿舎の使用について
（生協要望）　・旧寄宿舎を①訪問介護ステーション
　　　　　　　　　　　　②居宅介護支援事業所
　　　　　　　　　　　　③小規模多機能施設にしたい。
（町提案）　　・自立の方も冬期間入所可能なケアハウスのよ

うな施設が良い。
　　　　　　・昭和45年建設の施設。耐震診断の予算を検討したい。（３月補正予算計上）
平成29年４月～７月　旧寄宿舎の事業計画について
（生協要望）　・施設の改修が必要。
　　　　　　・家賃や改修工事の費用負担を検討してほしい。
　　　　　　・上記①～③は９月から、宿泊可能施設は検討しながら開所したい。
　　　　　　・敷地内整備は町で負担し、介護サービス事業所としての軽微な工事は生協で負担したい。
（町回答）　　・具体的な図面を提出して頂き、前向きに検討したい。
【意見】　　　・教育委員会が管理する部分もあるが、連携しているのか。
【回答】　　　・教育委員会は廃止条例を上程する予定です。（９月定例会）
【意見】　　　・自立支援ハウスとして建設した建物だが、当初の目的を変更すると補助金返還が発生

するのでは。
【回答】　　　・検討します。

　　　

重要伝統的建造物群保存地区選定の状況について

教育委員会　　８月８日

【説明】
　・選定範囲については４種類の区域をベースに利
点、短所を出して関係機関で検討中です。

　・施策スケジュールが大幅に早まっている。条例
制定を12月、保存計画告示を来年５月、選定申
し出を来年７月に行うスケジュールです。

自立支援ハウス

蔵通り

わかさ議会だより　No162　平成29年11月
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総務産業常任委員会
　　　

（一財）若桜町観光開発事業団の経営改善計画の進捗状況について

産業観光課　　7月11日

【経過説明】
　３月、６月議会定例会の説明の補足。
　・氷太の厨房には、旧ホープスター料理人が、２名入っ
ている。

　・人事考課システムの構築。
　・氷太のレストランメニューを一新して個人客の受入
を強化していきたい。

【意見】　
　・経営改善計画は職員全員に配布されているのか、再度確認をお願いしたい。
　・赤字体質が続いている。行政指導を徹底しないと、体質は変わらない。
　・議会としては、1300万円の債務免除を可決したことで、町民からの批判が大きくなっている。議会
が賛成した意味を、事業団・行政はよく理解していただきたい。赤字が出ても行政が補てんしてく
れると感じているのであれば、大間違いであり、理事長、理事は責任を重く受け止めていただきたい。

　・高速バスドロップイン事業を利用するなど、観光協会と協力して営業活動を進めていただきたい。

　　　

（株）若桜鉄道の経営状況について
（車両改装に伴う観光列車化に向けての取組について）

ふるさと創生課　　８月18日

【説明】
　昭和62年の開業当初から赤字が続き、開業当時に積立金６億円の運営
助成基金も、平成20年度に枯渇した。平成21年度から公有民営による上
下分離方式を導入したが、平成24年度以降は車両修繕等による赤字が続
き、平成27年度から両町が車両を所有し、油代を負担して約930万円の
黒字となる。
【意見】
・観光列車は、他の路線より魅力的な内容や、沿線の受入態勢、経済効
果に配慮した仕掛けが必要だと思う。
・来年の３月に運行予定の水戸岡氏デザインの「昭和」は観光面で期待
しているが、売り出すプランの作成を早急にして頂きたい。
・ＳＬ運行するための経費が掛かるのであれば、ＤＬやブルートレイの
利用も検討していただきたい。（車検費用の問題がある）
・若桜鉄道は八頭･若桜町が出資しているが、経営はあくまでも会社が
行うもので、若桜町観光開発事業団と同様に、しっかりと経営方針を
立て、実績が上がるよう努力していただきたい。

観光列車「昭和」

氷ノ山高原の宿「氷太くん」

わかさ議会だより　No162　平成29年11月
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

　

こ
の
期
も
残
す
と
こ
ろ

数
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
町

民
の
皆
様
に
は
、
議
会
だ
よ

り
に
格
別
な
関
心
を
持
っ
て

頂
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ

の
発
刊
が
、
今
期
最
後
と
な

り
ま
す
。

　

編
集
に
あ
た
り
、
数
々
の

掲
載
ミ
ス
等
あ
り
ま
し
た

が
、お
詫
び
し
ま
す
。
ま
た
、

わ
た
し
の
想
い
に
投
稿
頂
い

た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

次
回
は
来
年
５
月
号
か
ら

の
発
行
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
も
愛
読
し
て
頂
く
事
を
お

願
い
し
、
結
び
と
い
た
し
ま

す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

�

（
記　

青
木　

一
憲
）

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

青
木　

一
憲

　

副
委
員
長　

山
本　

安
雄

　

委　
　

員　

岡
田　

一
弥

　

委　
　

員　

小
林　
　

誠

　

委　
　

員　

山
根　

政
彦

議　
　
　

長　

川
上　
　

守

　地域おこし協力隊として若桜鉄道で事務の仕
事を始めたのは神渡しの吹く頃。あれから１年
が過ぎようとしております。駅をご利用の皆様、
御近所の皆さまにはいつも温かくお声をかけて
いただき感謝しております。いつもご乗車頂く
お客様がいらっしゃらないと「今日はどうされ
たのかな」と思ったりしながらも、殆どの時間
は事務所の中ですのでお会いする機会は少ない
かもしれません。
　今年、鳥取県は「星取県」だそうですね。若
桜町は氷ノ山で星達に囲まれる幸せに止まら
ず、星空の下の鉄道も魅惑的です。これは日帰
りで訪れるだけでは知りえなかった魅力です。
時折尋ね来る友人に地場の野菜や鹿肉などで迎
えることも楽しみのひとつです。
　来年３月にはリニューアルされた観光列車が
走ります。これまで以上にいろんな方が若桜を
訪れるようになるかと思われます。同時に、地
元の皆さまがこれまで以上に乗ってみたくなる
列車になれるよう駅の中で頑張りますので宜し
くお願い申し上げます。

　私は八頭中央森林組合若桜事業所で事務員と
して働いています。当初は林業という仕事につ
いてよく知らず、山の立木は全て天然のものだ
と思っていました。でもそれは私たちの先代が、
畑に種を蒔くように、山地に苗を植え一から育
て上げたものだということを知りました。
　補助金を活用し、木材の売上が山林所有者の
方へ戻るようになってきました。若桜材をたく
さん積んだ、地元の業者さんの大きなトラック
が町内を走っている様子を見て内心とても嬉し
く思っています。
　若桜には林業に携わり激動の時代を駆け抜
け、様々な経験を積んだ方がたくさんおられま
す。その方々の言葉の端々から熱意や情熱を感
じることがあります。それは今の私達子育て世
代にとって新鮮であり、お手本でもあります。
若桜町で元気に育つ子ども達に雄大な自然と財
産を残していけるように、微力ながら林業再生
の取り組みに携わっていきたいと思います。

林業再生 若桜駅の駅舎の中から

このコーナーでは、町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。

橋本　晶子さん
（西　町）

山根真由美さん
（糸白見）
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